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今回作成する販売管理のモデル構成
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アプリケーションの動作確認
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業務メニュー
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アプリケーションの動作確認
1. 得意先サンプルデータの閲覧

2. 販売商品サンプルデータの閲覧

3. ⾒積書の作成

4. ⾒積書のコピー登録と枝番付与

5. 売上伝票の作成

6. 売上伝票から参照元トレースを辿って販売商品の在庫確認

7. 売上伝票 集計ビュー
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前編
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7つのモデル

前編で
扱う。
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オプションモデル

8



プロジェクト名
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モデル

モデル

• データの⼊れ物の単位。
• データベースのテーブルと

対応する。
• さまざまなルールを設定で

きる。

モデルID

• データベースのテーブル名
になる。

• 今回のセミナーでは次の命
名規則とする。
• M_ マスタ系
• T_ トランザクション系
• O_ 選択肢

モデル名

• 任意の⽂字列。
• 画⾯名やメニューに反映さ

れる。（個別に変更もでき
る）

• 「概要」「説明」に⾃由記
述できる。
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モデル項⽬
• 「項⽬ID」は必須。データベースのテーブルの列名として⽤いられる。

• ここで設定した項⽬IDと別に、データベースのテーブルの列名を設定することもできる。

• 本セミナーでは、項⽬IDの命名規則を次のようにする。

• ⼤⽂字の英数字の組み合わせとする。

• アンダーバーは使わない。

• 検索条件に使う項⽬をチェックする。（SQLを書く必要は、ない）。

• ⼀覧表⽰に使う項⽬をチェックする。
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Wagby⾃体は⼤⽂字⼩⽂字の混在、アンダーバーを使うことはできる。



マスタ／トランザクション

マスタ（データ）
• ⽇々の業務を⾏うにあたって、あらかじ

め⽤意されているデータ。

• 商品、得意先、取引先、担当者、プロ
ジェクト…

• 有効期間や論理削除、変更履歴管理と
いった概念も伴う。

トランザクション（データ）
• ⽇々の業務で発⽣するデータ。

• ⾒積、受注、売上、請求、回収、仕⼊、
発注…

• ⾃分が⼊⼒したデータをトリガーにして、
次の業務が開始される。

• データは増え続けるため、部⾨別や年度
別といった切り⼝で管理することもある。
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選択肢モデル

• Wagby特有の呼び⽅。マスタの⼀種だが、リストボックス／ラジオボタン／チェック

ボックスの「選択肢」として⽤意する。

• 固定値の設定に使う。例：職種、業種、プロジェクト種別…

• 運⽤中に変更ある場合はテーブルも作成し、編集画⾯も⽤意する。

• 運⽤中に変更しない場合はテーブルを作成しないとし、編集画⾯も⽤意しない。

• この場合、モデル項⽬も予め固定されている。（4項⽬のみ）
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演習に必要な操作
リポジトリのバックアップとリストア
(WagbyDesigner)

データのバックアップとリストア
(wagbyapp)
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Wagbyで作成する設計情報を
「リポジトリ」といいます。



販売商品
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販売商品モデル

16

⾒積書

⾒積ID

売上伝票

売上伝票ID

販売商品

商品ID

顧客

顧客ID

得意先

得意先ID

会社

会社ID

事業所

会社ID

明細⾏番

マスタ系トランザクション系

会社ID

親

⼦

⾒積ID

得意先ID

商品ID

1

N

1

1
1

11

1

1

N

繰り返しコンテナ

1

1

得意先ID

商品ID
繰り返しコンテナ



販売商品 検索画⾯
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⼀覧更新画⾯
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登録・更新画⾯
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詳細表⽰画⾯
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販売商品モデル項⽬
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⼊⼒フィールド⻑
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⼊⼒フィールド⻑の⼀括設定
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リポジトリキー

• WagbyDesingerの設定は「リポジトリキー=値」という key-value 形式のテキストファ

イルとして保存されます。

• 保存はリアルタイムで⾏われるため、保存ボタンというものは⽤意されていません。

• Designerログオンから現在の操作までの編集履歴を確認できます。
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⼊⼒フィルタ
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登録時の式
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IF(LEN(${code})>0, ${code}, TOSTR(${id}))



式のルール
• 式は⼀⾏で表現します。

• 式中にそのモデルの項⽬IDを記述できます。${項⽬ID} 表記。

• 四則演算を利⽤できます。

• 関数を利⽤できます。

• 関数を組み合わせることができます。⼀⾏という制約でもさまざまな表現が可能。

• 「型」を考慮する必要があります。変換するための関数 (TOINT, TOSTR) など
を組み合わせて使います。
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IF(LEN(${code})>0, ${code}, TOSTR(${id}))



⼊⼒⽀援 ‒ ふりがな
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⼊⼒チェック 許容⽂字種
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⽂字列 - URL
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⽂字列 ‒ ファイル

型の設定 ファイルの詳細設定
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選択肢モデルの参照

モデル参照の設定 詳細設定
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テキストエリア

実⾏例 設定⽅法
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作成者/作成⽇/更新者/更新⽇ [1]
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作成者/作成⽇/更新者/更新⽇ [2]

作成者の初期値（式） 作成⽇の初期値（式）
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分類 ‒ 繰り返しコンテナ
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明細部となる。



繰り返しコンテナの作成ルール
• 最初に「繰り返しコンテナ」を設定したとき、その次の⾏は必ず「繰り返しコン

テナID」となります。型は数値としてください。
• 明細⾏番号を意味します。

• 項⽬IDは「繰り返しコンテナID + “/” + ⾃⾝のID」となります。

• ⼀つの繰り返しコンテナは連続して設定してください。

• 「⾃⾝のID」単位でユニークとしてください。

• 繰り返しコンテナの項⽬を検索に使うことができます。

• 繰り返しコンテナの項⽬を⼀覧表⽰に含めることができます。
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繰り返しコンテナの内部構造
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繰り返しコンテナのボタン制御

実⾏例 設定⽅法

39



消費税の⾃動設定 [1]
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消費税の⾃動設定 [2] 
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消費税の⾃動設定 [3] 本⽇⽇付(隠し) 

計算式＆DB保存設定 ⼊⼒、出⼒隠し設定
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消費税の⾃動設定 [4] 税率ID(隠し) 
リストボックスとする 絞り込みの設定
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消費税の⾃動設定 [5] 絞り込みイメージ
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先頭の選択肢
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消費税の⾃動設定 [6] 税率
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計算式 税抜き価格

⾃動計算式を設定した項⽬は、読み込み
専⽤になります。

${TAXRATE}は内容部0.1などが⼊ります。

導出項⽬だが、値をデータベースに保存
しているのはなぜ？

四則演算式ではなく関数ADDやDIVを
使っているのはなぜ？
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税抜価格項⽬ 動作の確認

税抜で⼊⼒ 税込で⼊⼒
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⼊⼒値をそのまま転記。 税率で割った値を設定。



画⾯レイアウトの設定 [1] レイアウトエディタ
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画⾯レイアウトの設定 [2] リポジトリ
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画⾯レイアウトの設定 [3] リポジトリ
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メニューの編集
1) メニュータブの名称変更 

2) メニュータブの位置変更 

3) メニュータブの削除 

4) メニュータブの追加 

5) メニューボタンの名称/⽂字⾊/背景⾊変更

6) メニューボタンの位置変更 

7) メニューボタンの削除 

8) 階層メニューボタンの追加 

9) メニューの追加
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ダウンロード・アップロード

• 「販売商品モデル」にダウンロードとアップロード機能を⽤意する。

• アップロード機能では、ダウンロードしたファイルを編集し、データの追

加、更新、削除を⾏うことができる。
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メニュー
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階層メニューを設定



ダウンロード
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ダウンロードしたファイルの例
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ダウンロード設定 [1] 画⾯機能
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ダウンロード設定 [2] 項⽬
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アップロード更新 [1]

58



アップロード更新 [2]
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アップロード設定
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アップロードのルール
Status列なし（標準）
• アップロードするデータに含まれる主

キーが⼀致するデータが存在していれば
更新となります。存在していなければ新
規登録となります。

• 新規登録では、対象データの主キーが順
序を利⽤する設定の場合、データの主
キー項⽬を "-1" にすることで順序が適⽤
されます。（⾃動採番処理）

先頭にStatus列を付与
識別⽂字 処理 内容
i 新規登録
u 更新 主キーに対応しないデータは

エラー
d 削除
n なし 何もしない
空⽂字 主キーに対応するデータがあ

れば更新、なければ登録
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コミットは1⾏単位に⾏われます。（失敗したものだけを修正して再アップロードという運⽤を想定）



処理結果を確認する
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⼀覧検索画⾯にダウンロードボタンを配置する
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（このあと、残りモデルについて説明します。）


